
令和 3年 8月号 

 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

 
 

 
 

七
月
三
日
（
土
） 

 
 

 
 

 
 

 

参
拝
者 

十
五
名 

 
 

 
 

 
 

斎
主 
 

妹
尾 

正
治 

 
 

 

祭
員 

 

影
近 

博
己 

 
 

 
 

 

進
行 

 

伊
藤
久
仁
男 

 

 

      

●
月
次
祭 

七
月
十
八
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

参
拝
者
名 

二
十
八
名 

 
 

 
 

 

斎
主 

 

山
田 

謙
三 
 

 
 

 

 

祭
員 

 

畠
山 

茂 
 

 
 

 
 

 

 

祭
員 

 

高
嶋 

善
雄 

 
 

 
 

 

伶
人 

 

飯
田 

直
美 

 
 

 
 

伶
人 

 

長
谷
川
美
枝 

 
 

 
 

進
行 
 

青
山 

将
士 

●
総
代
会 

月

次

祭

終

了

後

に

開

催

さ

れ
、
次
期
役
員
が
次
の
よ
う

に
承
認
さ
れ
た
。 

代
表
責
任
役
員
・
分
苑
長 

 
 

 
 

み
な
と
会
合
所 

高
嶋 

善
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
事
・
次
長
・
総
務
部
長 

津
島
支
部 

瓜
生
秀
明 

参
事
・
財
務
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

名
北
支
部 

近
藤
哲
史 

参
事
・
祭
務
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

津
島
支
部 

飯
田
和
彦 

 
 

 
 

参
事 

宣
教
部
長 

城
北
分
所 

川
地
貴
子 

●
草
引
き
献
労
作
業 

担
当 

名
北
支
部
、
名
古

屋
東
支
部
、
半
田

支
部
、
熱
田
支
部
、

神
ノ
倉
分
所 

妹

尾

正

治

さ

ん

の

参

加

も
い
た
だ
き
、
七
月
二
十
二

日
（
木
）
海
津
市
の
松
植
樹

地
で
、
朝
八
時
四
十
分
か
ら

十

一

時

十

分

ま

で

約

二

時

間
半
、
草
刈
り
、
草
引
き

作
業
を
行
っ
た
。 

草
刈
機
三
台
で
の
全
体

の
草
刈
、
植
樹
し
た
松
の

苗
周
辺
の
草
引
き
を
行
っ

た
。
う
だ
る
様
な
暑
さ
の

中
、
皆
で
懸
命
に
作
業
を

行
い
予
定
の
作
業
を
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

途
中
休
憩
で
は
、
伊
藤

さ
ん
に
持
参
し
て
い
た
だ

い
た
、
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
、

お

茶

が

大

変

冷

た

く

冷

え

て
い
て
、
大
変
お
い
し
か
っ

た
。
こ
れ
で
息
を
吹
き
返
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
部

の
松
の
苗
周
辺
に
は
、
刈
っ

た

草

を

敷

き

詰

め

て

次

の

草

が

生

え

に

く

い

よ

う

に

し
て
お
い
た
。
松
は
順
調
に

育
っ
て
お
り
、
今
後
の
成
長

が
期
待
さ
れ
る
。 

参
加
者
は
、
妹
尾
正
治 

石

原

松

生

 

伊

藤

久

仁

男 

森

満

政

 

石

田

和

歌

子 

山
田
美
智
子 

山
田
謙
三 

の
七
名 

山
田
謙
三 

報 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

道 

の 

極 
致 

 

す
べ
て
の
も
の
に
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
ず
知

ら
ず
の
間
に
、
こ
の
リ
ズ
ム
に
乗
ろ
う
乗
ろ
う
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
わ

れ
わ
れ
が
、
真
に
純
な
気
持
で
お
り
さ
え
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
行
為
は
、

さ
し
た
る
努
力
と
か
苦
痛
と
か
い
う
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
し
て
、
自
然
に

天
地
の
大
道
に
合
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
道
の
極
致
で
あ
っ

て
、
せ
ま
い
人
間
的
理
智
か
ら
割
出
し
て
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
計
算
的
に

コ
セ
つ
き
ま
わ
る
の
は
、
い
ま
だ
惟
神
の
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
解

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。 

 

何
事
に
せ
よ
、
も
っ
と
も
平
安
に
し
て
、
し
か
も
幸
福
の
大
な
る
時
は
、

わ
れ
わ
れ
の
行
為
が
天
地
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
い
る
時
で
あ
る
。 

（
信
仰
覚
書 

第
八
巻
） 



令和 3年 8月号 

 
環
境
問
題
を
考
え
る 

そ
の
② 

 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

 

今
回
は
、
微
生
物
に
つ
い
て
お

話
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

微
生
物
は
大
き
く
は
、
細
菌
（
バ

ク
テ
リ
ア
）・
菌
類
・
原
生
動
物
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
そ
の
い
ず
れ
も

人
間
を
含
め
、
動
植
物
の
生
命
維

持
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、

必
要
不
可
欠
の
存
在
で
す
。
土
壌

（
肥
沃
な
土
）
１
グ
ラ
ム
の
中
に

は
約
一
〇
〇
億
個
の
微
生
物
が
い

ま
す
。
有
機
物
を
分
解
し
て
植
物

の
栄
養
素
に
還
元
し
た
り
、
空
気

中
の
窒
素
を
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

に
変
換
し
て
植
物
に
与
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
腸
の
中
に
は
千
種

類
百
兆
個
の
細
菌
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
土
壌
微
生
物
の
働
き
と
同

様
に
、
飲
食
物
を
分
解
し
て
吸
収

し
や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
変
換

し
て
生
命
維
持
の
基
に
な
っ
て
い

ま
す
。
菌
類
は
カ
ビ
と
か
腐
食
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
間
違
い
で
は
有
り
ま
せ
ん
が
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
は
乳
酸
菌
の
働

き
で
作
ら
れ
ま
す
し
、
大
好
き
な 

ア
ル
コ
ー
ル
は
酵
母
菌
で
作
ら
れ 

ま
す
、
お
酢
・
味
噌
・
醤
油
な
ど
、

私
た
ち
は
菌
類
の
発
酵
作
用
に
よ

り
作
り
出
さ
れ
る
食
品
を
毎
日
口

に
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
除
菌
、

抗
菌
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
Ｏ

１
５
７
大
腸
菌
と
か
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

菌
な
ど
は
極
少
数
の
悪
玉
菌
で
す
、

ほ
と
ん
ど
の
微
生
物
は
私
た
ち
の

仲
間
で
あ
り
恩
人
？
で
す
、
仲
良

く
お
付
き
合
い
願
い
ま
す
。 

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
も
今
、

原
生
動
物
の
ミ
ド
リ
ム
シ
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ド
リ
ム
シ
は

Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
、
体
の
３
割
が

油
分
で
す
、
そ
の
油
分
を
精
製
し

て
バ
イ
オ
燃
料
に
し
よ
う
と
商
業

プ
ラ
ン
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

益
々
微
生
物
さ
ま
様
で
す
ね
。
次

回
は
「
生
命
の
誕
生
と
微
生
物
」

に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

行
事
予
定 

八
月
十
五
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

八
月
二
十
八
日
（
土
） 

 

宣
伝
使
辞
令
・
み
手
代
下
付
式 

午
後
一
時
よ
り 

八
月
二
十
九
日
（
日
） 

分
所
・
支
部
長
・
役
員
研
修
会 

午
後
一
時
よ
り 

九
月
四
日
（
土
） 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

『
李
登
輝
、
日
本
を
愛
し
ぬ
い
た
稀
代
の
政
治
家
』
前
編 

 
 

 
 
 

山
田
謙
三 

自
ら
を
「
私
は
日
本
精
神
に
よ
っ
て
純
粋
培
養
さ
れ
た
日
本
人
だ
」
と
し
、
正
々
堂
々
と
人
生
を
生
き
抜
き
、
台

湾
の
自
由
化
に
尽
く
し
た
稀
代
の
政
治
家
、
李
登
輝
。 

李
登
輝
は
『
戦
後
の
自
虐
史
観
に
よ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
日
本
精
神
が
す
べ
て
否
定
さ
れ
、
日
本
人
が
価
値

観
を
百
八
十
度
変
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
非
常
に
残
念
に
思
う
。
日
本
精
神
と
は
、
勇
気
、
誠
実
、
勤
勉
、
奉
公
、

自
己
犠
牲
、
責
任
感
、
清
潔
と
い
っ
た
諸
々
の
美
点
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
は
こ
の
日
本
精
神
を
失
っ
て

は
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
人
は
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
、
か
っ
て
武
士
道
と
い
う
不
文
律
を
築
き
上

げ
て
き
た
民
族
の
血
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
誇
る
べ
き
で
あ
る
。
武
士
道
、
大
和
魂
の
高
い
精
神
は
、
実
践
躬
行
、

公
の
心
、
秩
序
、
名
誉
、
勇
気
、
潔
さ
、
惻
隠
の
情
、
正
義
、
誠
、
仁
、
忠
義
な
ど
、
人
類
最
高
の
指
導
理
念
で
あ

る
。』
と
喝
破
し
て
い
る
。 

私
は
、
李
登
輝
は
、
今
の
日
本
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
日
本
の
精
神
を
最
も
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
だ
リ
ー
ダ
ー

で
あ
り
、
現
代
の
世
界
で
も
最
高
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
思
う
。 

以
下
、
日
本
を
愛
し
ぬ
い
た
稀
代
の
政
治
家
の
魂
を
震
わ
せ
る
永
久
不
滅
の
言
葉
、
人
生
の
心
得
を
紹
介
し
た
い
。 

李
登
輝
の
最
高
指
導
者
の
条
件 

 

①
指
導
者
の
第
一
条
件
は
、
孤
独
を
支
え
る
信
仰
を
持
つ
こ
と
、
精
神
的
な
弱
さ
は
高
い
次
元
の
存
在
を
必
要
と

す
る
。 

 

②
善
政
の
た
め
の
死
生
観
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
は
死
後
の
世
界
を
し
る
こ
と
。 

 
③
自
我
を
否
定
し
た
先
に
開
か
れ
る
生
の
肯
定
。
「
自
己
の
な
か
に
神
を
宿
す
」
こ
と
で
あ
る
。
深
い
愛
で
他
者

を
許
す
神
を
宿
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
中
心
的
な
自
我
が
消
え
、
他
者
を
思
う
心
が
生
ま
れ
る
。「
私
で
は

な
い
私
」
自
我
を
否
定
し
た
澄
ん
だ
心
。 

 

④
平
常
心
と
責
任
感
（
名
誉
や
慾
は
思
わ
ず
） 

 

⑤
公
義
の
精
神
（
指
導
者
に
最
も
求
め
ら
れ
る
も
の
）
公
義
と
は
正
義
の
こ
と
で
あ
る
。
公
義
に
殉
ず
る
心
構
え

気
概
が
あ
っ
て
こ
そ
、
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
う
る
。
私
利
私
欲
か
ら
離
れ
、
全
体
の
幸
福
の
た
め

に
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
「
国
の
た
め
、
国
民
の
た
め
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
権
力
に
執
着
し
た
こ

と
は
な
い
。
政
治
的
野
心
は
な
に
も
持
っ
て
い
な
い
。 

 

⑥
公
明
正
大
、
公
私
の
別
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。
厳
正
な
姿
勢
で
臨
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

以
降
⑦
～
⑰
は
次
回
の
後
編
に
続
く 


